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研究内容 
［1］電磁界と連成するマルチフィジックス解析 

・金属 3D プリンタの登場により誘導加熱コイルの

設計自由度は飛躍的に向上した。シミュレーショ

ンと最適化技術の発展に伴い，近年では，設計者

の実験的試行錯誤では得られない形状のコイル

を机上検討で設計できるようになっている。当研

究室では，進化計算と流れ関数法を組み合わせる

ことで最適なコイル形状を求める研究を行って

いる[1]。本研究は科研費 基盤研究(C)の助成を受

けて研究を継続中である。 

 

誘導加熱コイルのシミュレーション 

・電磁界解析と制御設計を組み合わせた応用の一つ
に磁気浮上装置が挙げられる。磁気浮上装置にお
ける電磁力は一般的に非線形となるため，制御設
計の難易度は高い。また，制御設計にはケースス
タディを必要とするため電磁場解析の高速化(モ
デル縮約法)が求められる。このようなモデル縮約
法の一つであるカウア梯子回路法を京都大学電
磁エネルギー工学研究室と共同で開発している
[2]。さらにカウア梯子回路法を発展させ，磁気浮
上デバイスにも適用できる拡張法を提案した[3]。 
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カウア梯子回路法と対応する渦電流場モード 

・加速器用は電磁石が作る電磁場とビームの相対論

的力学の連成解析によって設計される。ビーム軌
道は，微弱な磁場強度の変化にも影響を受けるた
め，磁気ヒステリシスの影響も十分に考慮を行う
必要がある。当研究室では，加速器のビームコミ
ッショニングにおいて磁気ヒステリシスモデル
取り込み，効率化を図る研究を行っている[4]。本
研究は，科研費 基盤研究(C)で行った後，パワー
アカデミーからの助成を受けて継続中である。 

 

ヒステリシス評価用の 4 極電磁石 

［2］シミュレーションと AI技術の融合 

・近年，生成系 AI の発展は目覚ましい。当研究室
では，大規模言語モデルを活用した機器設計自動
化システムの構築を目指した研究を進めている。
その第一歩として，大規模言語モデルを用いたメ
ッシュ自動生成システムの基礎検討を行った[5]。 

・東京大学情報基盤センターは「計算＋データ＋学
習」融合に向けたスーパコンピュータの活用を推
進しており，当研究室もそのプロジェクトに参加
している。また、在外研究中に構築したウィーン
工科大との関係を活かし，現在，AI と連携した大
規模計算環境の構築を現在進めている。 
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